






要約:本年度は、まず学習障害の概念を明確にするため、定義および診断基準を検討し、

学習障害の定義に沿った診断基準として DSM-Ⅲ-R の特異的発達障害のそれを一部修正す

ることで診断基準の作製が可能であることを明らかにした。また、学習障害は中枢神経機

能の障害に起因すると推定されているが、その障害は神経心理学的障害が基礎になってい

ると推定された。他の心身障害との関係として、多動性障害および軽症型の広汎性発達障

害について検討した。また、学習障害の早期発見を目標として、多動性障害のスクリーニ

ング用質問表の作製、新しい神経心理テストとしての K-ABC の標準化、典型的な学習障害

児の幼児期の特徴、3 歳児健診で見いだされた学習障害リスク児の入学前までの追跡、な

らびに神経生理学的検査としての音像定位検査の有用性の検討を行った。これらのことに

より、学習障害は学齢になってその全貌が明らかになるが、発達性口語障害、不器用、視

覚認知障害、多動性障害等に着目すれば、幼児期よりその診断が相当程度可能であると考

えられた。


